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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します あけまして
おめでとうございます

2022年（令和４年）

第840号

１
月

１月５日（水）は12時まで（午後は閉館）

１月６日（木）より通常業務となります。

２月２日（水）は

　　書記局会議で休館

※土・日・祝日も閉館

新年の業務開始と休館

２面
　ダイジェスト2021

３面
　悪質業者から
　区民守る

４・５面
　運動と展望

６面
　四課題と税金特集

７面
　東電メーター工事件

８面
　仲間の投稿記事
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検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/
shibu/index.html

苦難のりこえ
明るい未来へ

猿島で
バーベキュー

浜福分会が
杉並第二小で
授業支援

南相馬で
復興支援

杉並
第六小で
木工教室

電気
メーター工の
たたかいを
支援

区が
モニタリングを

実施

大
戸
龍
雄
執
行
委
員
長
挨
拶

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
と
組
合
活
動

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
対
策
を
万
全
に
し
な
が

ら
の
組
合
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
年
。

今
後
も
予
断
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
組
合

員
の
皆
様
の
安
全
安
心
の
生
活
を
守
り
つ

つ
活
動
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

組
織
活
動
で
も

奮
闘
の
一
年

　

土
建
国
保
育
成
・
強
化
ハ
ガ
キ
要
請
に

取
り
組
ん
だ
結
果
、従
来
水
準
の
補
助
を

獲
得
し
、土
建
国
保
の
制
度
を
守
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

仲
間
を
増
や
す
運
動
で
も
、春
・
秋
の

目
標
を
達
成
。
仲
間
づ
く
り
月
間
で
は
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
チ
ラ
シ
を
定
着
さ
せ
積
極
的

な
訪
問
行
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。し
か

し
年
間
を
通
じ
て
は
、コ
ロ
ナ
感
染
に
よ

る
影
響
で
組
織
を
減
ら
す
結
果
に
な
り

ま
し
た
。今
年
こ
そ
実
増
を
は
か
り
ま
す
。

防
災
対
策
で
の

消
防
・
区
と
の
協
力
体
制

　
「
ま
ち
の
救
助
隊
ビ
ー
バ
ー
ズ
」
活
動

を
基
に
、支
部
の
防
災
体
制
を
組
織
化
し

チ
ェ
ン
ソ
ー
講
習
会
等
を
開
催
す
る
な
ど

来
る
べ
き
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、防
災

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

登
録
・
普
及
に
向
け
て

　

企
業
で
の
働
き
方
改
革
が
進
み
若
者

は
労
働
条
件
を
重
視
し
て
生
活
す
る
こ
と

を
望
み
、建
設
業
へ
の
人
材
確
保
の
厳
し

さ
は
増
し
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
担
い
手
確

保
に
は
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
の
普
及
に
よ
る
適
正
な
賃
金
と
地
位
向

上
な
ど
、職
場
環
境
の
改
善
が
必
要
で
す
。

ぜ
ひ
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
へ

の
ご
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

詰
め
の
た
た
か
い

被
害
者
救
済
の
制
度
と
し
て
、い
よ
い

よ
４
月
よ
り
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
給
付
金
制

度
の
申
請
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。さ
ら
に
、

建
材
企
業
の
謝
罪
と
賠
償
を
求
め
る
訴

訟
な
ど
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
全
面
解

決
を
め
ざ
し
た
運
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

全
世
代
参
加
の
組
合
運
動

次
世
代
を
担
う
人
た
ち
の
た
め

次
代
を
担
う
若
者
、そ
し
て
、子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、豊
か
な
社
会
と
職
人
の

心
と
技
を
伝
え
て
い
く
た
め
、ま
た
、
福

島
の
復
興
支
援
を
継
続
的
に
お
こ
な
う

な
ど
、イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
後
継
者
対
策

に
力
を
入
れ
て
い
く
所
存
で
す
。

　

皆
様
の
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
も
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

団 結団 結団 結
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昨
年
１
月
の
支
部
の
当

初
人
員
は
３
、３
０
３
人

で
し
た
。
12
月
か
ら
の
コ
ロ

ナ
の
第
３
波
の
な
か
で
迎

え
た
新
年
は
、
８
日
か
ら

緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ

（
東
京
の
解
除
は
３
月
）

活
動
が
困
難
な
幕
開
け
に

な
り
ま
し
た
。
青
年
部
の

餅
つ
き
は
中
止
。
支
部
旗

開
き
は
、
委
員
長
の
あ
い

さ
つ
動
画
に
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

　

一
方
、
大
勢
の
あ
つ
ま

る
活
動
は
自
粛
し
つ
つ
も
、

コ
ロ
ナ
対
策
に
万
全
を
期

し
な
が
ら
群
会
議
や
分
会

会
議
は
開
催
。
持
続
化
給

付
金
は
じ
め
コ
ロ
ナ
助
成

や
共
済
・
国
保
の
コ
ロ
ナ

特
例
な
ど
の
利
活
用
で
仲

間
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

２
月
に
予
定
し
て
い
た

後
継
者
対
策
部
主
催
の
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ツ
ア
ー
も

中
止
。
従
前
は
対
面
で
お

こ
な
っ
て
い
た
確
定
申
告

相
談
も
、
書
類
の
や
り
と

り
を
基
本
に
細
部
の
疑
問

点
等
は
電
話
で
お
こ
な
う

形
の
対
応
と
な
り
ま
し
た
。

年
度
末
に
む
け
て
支
部
会

館
と
せ
い
き
ょ
う
診
療
所

で
、
日
曜
健
診
を
実
施
し

１
４
７
人
が
受
診
し
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
緊
急
事
態
宣

言
下
の
３
月
12
日
の
重
税

反
対
統
一
行
動
は
集
会
・

デ
モ
は
せ
ず
、
代
表
に
よ

る
集
団
申
告
と
な
り
ま
し

た
。

　

本
部
大
会
で
は
引
き
続

き
浜
福
分
会
の
中
村
隆
幸

さ
ん
が
本
部
執
行
委
員
長

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

21
日
に
緊
急
事
態
宣
言

は
解
除
。
分
会
総
会
は
昨

年
と
異
な
り
、
全
分
会
で

短
時
間
な
が
ら
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

29
日
の
区
長
懇
談
で

は
、
田
中
良
区
長
か
ら
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
に
前
向
き

な
発
言
が
出
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
に
施
行
し

た
杉
並
区
公
契
約
条
例
。

最
低
賃
金
額
な
ど
を
議
論

す
る
審
議
会
に
支
部
の
仲

間
が
審
議
員
と
な
っ
て
い
ま

す
。４
月
１
日
契
約
分
か
ら

条
例
の
適
用
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　

４
日
の
支
部
大
会
は
分

会
セ
ン
タ
ー
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

結
ん
だ
リ
モ
ー
ト
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
１
１
６
人

の
参
加
。
初
め
て
の
試
み

で
し
た
が
準
備
・
運
営
委

員
の
奮
闘
も
あ
り
滞
り
な

く
大
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

18
日
に
は
新
年
度
役

員
学
習
会
を
96
人
の
参
加

で
開
催
。
中
宿
稔
・
本
部

書
記
次
長
を
講
師
に
、
役

員
の
心
構
え
と
建
設
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
学
び
、
全
分
会
が

リ
モ
ー
ト
で
春
の
拡
大
月

間
に
む
け
た
決
意
を
表
明
。

拡
大
ス
ロ
ー
ガ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
は
浜
福
分
会
が
「
コ

ロ
ナ
感
染
に
負
け
ず
に
組

合
感
染
し
て
や
る
ぜ
！
」

で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

な
お
こ
の
春
の
月
間
は

４
月
８
日
か
ら
は
「
ま
ん

え
ん
防
止
措
置
（
通
称
・

ま
ん
ぼ
う
）
」
が
東
京
都

に
適
用
さ
れ
、
夜
の
訪
問

行
動
は
、
セ
ン
タ
ー
に
集

合
し
て
す
ぐ
に
訪
問
に
出

か
け
終
了
後
は
直
帰
す
る

な
ど
の
体
制
を
と
り
、
多

く
の
制
限
の
な
か
で
も
５

月
末
ま
で
の
仲
間
の
奮
闘

の
結
果
１
６
６
人
の
加
入

で
支
部
目
標
を
超
過
。
６

分
会
が
目
標
を
達
成
し
ま

し
た
。

　

５
月
17
日
に
ア
ス
ベ
ス

ト
訴
訟
の
４
事
件
の
最
高

裁
判
決
で
一
部
企
業
の
賠

償
も
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

６
月
の
住
宅
デ
ー
は
昨

年
に
続
き
中
止
。
７
月
の

都
議
選
に
む
け
予
定
候
補

者
へ
申
し
入
れ
、
回
答
を

も
と
に
執
行
委
員
や
機
関

紙
す
ぎ
な
み
で
熟
慮
の
上

の
投
票
を
訴
え
ま
し
た
。

　

17
日
に
は
杉
並
区
議
会

の
委
員
会
で
、
３
団
体
か

ら
出
さ
れ
て
い
た
国
に
対

し
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の

参
加
を
求
め
る
陳
情
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
が
、
反
対

多
数
で
否
決
に
。「
原
水

禁
運
動
発
祥
の
地
」
を
自

認
す
る
杉
並
区
と
し
て
は

残
念
な
限
り
で
す
。

　

24
日
に
は
都
議
選
前
に

消
費
税
・
イ
ン
ボ
イ
ス
の

問
題
を
世
論
に
訴
え
よ
う

と
、
毎
月
定
例
の
駅
頭
宣

伝
を
参
加
者
を
増
や
し
て

お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

27
日
の
幹
部
学
校
は
支

部
会
館
か
ら
19
人
が
Ｗ
Ｅ

Ｂ
参
加
し
ま
し
た
。

　

29
日
に
は
虎
ノ
門
２
丁

目
の
現
場
前
で
の
宣
伝
行

動
に
仲
間
が
参
加
、
現
場

で
働
く
建
設
労
働
の
仲
間

を
励
ま
す
行
動
で
し
た
。

　　

７
月
初
頭
、
豪
雨
の
熱

海
・
伊
豆
山
地
区
で
土
石

流
が
発
生
し
死
者
26
人
、

不
明
者
１
人
な
ど
の
惨
事

に
。
当
初
は
自
然
災
害
と

報
じ
ら
れ
ま
し
た
が
盛
土

の
崩
落
に
よ
る
人
災
と
評

価
が
変
わ
り
、
被
害
者
た

ち
が
旧
土
地
所
有
者
等

を
訴
え
ま
し
た
。
全
国
の

危
険
な
盛
土
問
題
に
発
展

し
ま
し
た
が
法
整
備
ま
で

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

７
月
４
日
投
開
票
の
都

議
選
は
コ
ロ
ナ
対
策
と
五

輪
中
止
な
ど
争
点
に
、
下

馬
評
で
は
激
減
の
都
フ
ァ

が
14
議
席
減
の
31
議
席
で
、

８
増
で
33
の
自
民
に
次
ぐ

第
２
党
に
踏
み
と
ど
ま
り
、

共
産
が
１
増
の
19
、
立
民

が
７
増
の
15
に
な
り
ま
し

た
。
投
票
率
は
過
去
２
番

目
に
低
い
42
・
39
％
で
し

た
。

　

21
日
に
少
人
数
で
平
和

行
進
、
夜
に
昨
年
は
で
き

な
か
っ
た
平
和
の
つ
ど
い

を
27
人
で
開
催
。

　

緊
急
事
態
下
の
22
日
に

東
京
五
輪
が
無
観
客
開
幕
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
が
５
、

０
０
０
人
台
ま
で
急
増
す
る

な
か
７
月
末
か
ら
西
部
保

健
生
協
の
協
力
で
３
診
療

所
で
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
」

開
始
。

　

８
月
26
〜
27
日
、
杉
並

第
六
小
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
で
初
め
て
の
木
工
指
導
。

　

25
日
か
ら
秋
の
拡
大
月

間
。
夜
の
行
動
は
10
月
以

降
に
延
期
し
昼
間
行
動
に

専
念
。

　

８
日
ま
で
五
輪
、
24
日

か
ら
９
月
５
日
ま
で
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
杉

並
区
は
パ
ラ
の
学
校
連
携

観
戦
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

30
日
に
会
館
大
規
模
修

繕
工
事
の
完
了
検
査
。

　　

９
月
11
日
の
社
保
協
総

会
で
鎗
田
副
委
員
長
が
代

表
幹
事
に
再
任
。

　

26
日
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク

も
っ
て
け
市
に
主
婦
の
会

中
心
に
９
人
が
初
参
加
。

　

月
次
支
援
金
な
ど
の
制

度
の
紹
介
や
組
合
員
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
を
話
題
に
仲

間
へ
の
声
か
け
を
実
施
。

　

10
月
１
日
に
緊
急
事

態
明
け
、３
日
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

講
習
（
更
新
21
人
、新
規
６
人
）。

　

10
日
は
猿
島
ツ
ア
ー
を

26
人
で
。
同
日
の
前
進
座

観
劇
は
19
人
。
31
日
の
よ

み
う
り
ラ
ン
ド
Ｂ
Ｂ
Ｑ
は

１
３
８
人
が
久
し
ぶ
り
に

顔
を
合
わ
せ
て
交
流
。

　

同
日
の
衆
院
選
は
杉
並

選
挙
区
で
市
民
の
統
一
候

補
・
吉
田
は
る
み
さ
ん
が

当
選
。
全
体
の
結
果
は
自

民
が
安
定
多
数
、
維
新
増

で
改
憲
危
機
は
新
局
面
に
。

　　

11
月
は
１
日
に
分
会
代

表
者
会
議
で
課
題
整
理
。

　

２
日
に
浜
福
分
会
が
杉

並
第
二
小
の
授
業
支
援
。

　

例
年
11
月
の
ど
け
ん
ま

つ
り
は
昨
年
に
続
き
中
止
。

　

14
日
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

特
別
教
育
補
講
で
は
、
18

人
が
修
了
。

　

20
日
と
21
日
の
南
相
馬

被
災
地
支
援
は
新
宿
、
文

京
、
小
平
東
村
山
支
部
か

ら
も
参
加
あ
り
総
勢
26
人
。

　

秋
の
拡
大
月
間
は
全
分

会
達
成
の
１
６
２
人
の
加

入
で
支
部
目
標
も
達
成
。

　

28
日
に
井
荻
分
会
が
分

会
旅
行
再
開
の
先
駆
け
に
。

　　

12
月
は
分
会
若
手
交
流

会
な
ど
多
数
の
ほ
か
15
日

〜
16
日
で
石
綿
作
業
主
任

者
講
習
を
支
部
で
開
催
。

　

コ
ロ
ナ
の
自
粛
生
活
か

ら
活
動
を
再
び
活
発
に
し

多
く
の
仲
間
と
の
協
力
で

新
年
を
良
い
年
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　公契約（区が契約するもの）に係
る業務に従事する労働者等の適正な
労働条件の確保をし、公契約の適正
な履行及び公共工事等の品質の確保
を図り、もって地域経済の活性化及
び区民の福祉の増進に寄与すること
を目的とする。

　杉並の公契約条例は①労働者の報
酬下限額を決める対象が5,000万円
以上の工事、1,000万円以上の業務
委託など②一人親方も対象③下請け
の賃金未払いに元請が連帯責任④区
の調査権限の他労働者からの通報も
規定する、など働く人が安心できる
内容が盛り込まれています。

公契約条例とは…

杉並区公契約条例の特徴

１月　核兵器禁止条約発効
　　　トランプ支持者米議会乱入
２月　東北新社接待事件、ミャンマークーデター
３月　日本郵政と楽天が業務提携
４月　３度目の緊急事態宣言
　　　ウィシュマさん入管事件（死亡は３月）
５月　アスベスト四訴訟最高裁判決
　　　入管法「改正」見送り
６月　土地利用規制法成立（施行は翌年９月か）
７月　東京五輪2020開催　コロナ５波
８月　米軍アフガン撤退、自衛隊機派遣
９月　首相交代、デジタル庁発足、白鵬引退
10月　衆院選、眞子さん結婚、京王線刃物男事件
　　　小笠原の海底火山噴火での軽石漂着
11月　立民代表選、オミクロン株、大谷MVP
12月　森友事件赤木さん国賠訴訟・国が認諾

※2021年の東京は１/８～３/21、４/９～９/30が「緊
急事態」か「まんぼう」。年の約３分の２。

2021年できごと 備 忘 録

３
、３
０
０
人

超
え
で
出
発

１月

税
金
相
談
も

形
を
変
え
て

２月
代
表
で
の
集
団
申
告

短
時
間
の
分
会
総
会

３月

「
ま
ん
ぼ
う
」
の
な
か

公
契
約
条
例
が
船
出

４月

ア
ス
ベ
ス
ト
最
高
裁
勝
利

春
の
月
間
達
成

５月

住
宅
デ
ー
中
止

核
兵
器
禁
止
陳
情
不
採
択

６月

熱
海
の
盛
土
事
件

都
議
選
・
東
京
五
輪

７月
会
館
を
大
規
模
修
繕

杉
六
で
木
工
教
室

８月

イ
ベ
ン
ト
再
開

衆
院
選
で
政
権
持
続

10月

秋
の
月
間
達
成

土
建
ま
つ
り
中
止

11月

若
手
交
流
会
や

石
綿
講
習
も
開
催

12月

役
員
学
習
会
開
催

月
間
の
行
動
本
格
化

９月

マスク姿の会議続く

代表が集団申告

高和分会の分会総会

変則的な支部大会

センターからWEB

田中良区長との懇談

吉田はるみ議員と懇談

南相馬で被災地支援チェーンソー補講

新
年
に
あ
た
り
２
０
２
１
年
を
振
り
返
っ
て

一
年
の
３
分
の
２
が
コ
ロ
ナ
宣
言
下

そ
の
中
で
も
工
夫
し
て
活
動
し
た
実
績
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掲載は無料です

どうぞご利用

ください

■造園■
【社員】

㈱ネクストグリーン
代表　堀内　幸雄
杉並区堀ノ内2ー7－7
プチシャンブル101
℡03-6677-7168

■給排水■
【社員】

㈱イオギテクア
代表　古田　圭吾
杉並区井草2－4－13
℡03-3390-3087

■空調・ダクト・電気■
【社員】
㈱拓海設備

代表　ガセミ　アキバル
中野区弥生町2－36－15ＡＧビル

℡03－6382-8605

■現場管理■
【社員】

㈱エッジＰＬＡＮ
代表　島田　幹二朗
杉並区井草2-7-18
℡03-6454-7432

■はつり・解体工■
【社員】

デストラクション
代表　穴澤　司
杉並区堀ノ内3-48-55
℡070-6650-5851

■地質工■
【社員】

下坂地質工業㈱
代表　下坂　慎吾

杉並区阿佐谷北6-23-5-202
℡03-3330-0734

■建築設計・監理 ■
【社員】

㈲人イエまちネットワーク
代表　山田　清

杉並区梅里1-2-8土方ビル１F
℡03-5377-7166

■電気工■
【社員・短期】
㈱ケラマ電設

代表　松野　慶男
杉並区下井草5-18-6浅賀ビル１階

℡03-3301-8579

■ガラス工■
【社員】
㈱住硝

代表　市　大介
杉並区高井戸西2-12-16水村ビル１F

℡03-3331-2281

東京土建杉並支部
まちづくりセンター

電話3317-0450

万一の事故の時はコチラ

どけん共済会
年末･年始の連絡先

火 災

自動車

関東自動車共済

事故処理サービス

TEL 0120－89－8819

火災労働共済連

共済センター

TEL 03-3366-7908

　憲法76条の３項で「すべて裁判
官はその良心に従ひ独立してその
職権を行ひ、この憲法及び法律にの
み拘束される」とありますが、内閣
の指名で最高裁長官が天皇に任命
され（憲法６条）、他の最高裁裁判
官は内閣が任命し（憲法79条）、下
級裁判所の裁判官は最高裁の指名
した名簿により内閣が任命します
（憲法80条）。内閣に忖度しやすい
構造にある点に留意しましょう。

　例年12月頭におこなっていた分会対抗ボ
ウリングです。コロナ対策で３人一組のチー
ムを分会で２チームずつ出しての対抗戦と
なります。

【とき】１月23日（日）
　　 　16時45分集合、１７時開始
【会場】荻窪ボウル（元ユアボウルです）

※組合員のみが対象。荻窪ボウルのコロ
ナ対策上１レーン３人づつです。全体
60人までの定員。ご参加希望の方は所
属の分会役員又は支部までご連絡を。

　金曜夜発で土曜朝から入室可。宿の裏がゲレン
デ。キッズパークやプールや温泉も楽しめます。未
経験者もぜひ。
【とき】２月４日（金）夜21時出発
          ～６日（日）夜支部到着
【会場】猪苗代「ホテルリステル」
　　    リステルスキーファンタジア
【会費】大人17,000円　中高生13,000円
  小学生以下8,000円（２朝食１夕食付）
  レンタルウェア・板・リフト券つき
【定員】45人締切
※GoToトラベルが再開されなかった場合、中止
または会場・会費等変更の可能性があります。

早期発見は治療にも医療費抑制にも有効で
す。提携診療所で随時健診が受けられます
が、一年度に１回は健診を受けましょう。

　１月23日　上井草診療所
　２月13日　支部会館
　２月20日　せいきょう診療所
　　いずれも午前９時～12時
　　※日曜健診は完全予約制

個別健康サポートも受けよう

　健診の結果、数値が一定の範囲を超えた
人は「個別健康サポート」の案内が届きます。
プロの指導で無理なくダイエット可能。通知
が届いた方はぜひ受けてください。

　

２
０
１
９
年
２
月
４
日
に
、

品
川
支
部
の
中
野
健
太
郎

さ
ん
が
作
業
を
終
え
て
車

で
休
ん
で
い
た
時
に
職
務

質
問
を
受
け
、車
に
積
ん
で

い
た
工
具
を
凶
器
と
し
て

犯
罪
者
扱
い
の
不
当
な
取

り
調
べ
を
深
夜
に
長
時
間

に
わ
た
っ
て
受
け
、中
野
警

察
を
管
轄
す
る
東
京
都
を

相
手
に
賠
償
訴
訟
を
し
て

い
る
事
件
の
続
報
で
す
。

12
月
８
日
の
公
判
で
、

原
告
が
求
め
て
い
た
当
番

警
察
官
の
イ
ト
ウ
の
証
人

申
請
は
認
め
ら
れ
ず
結
審

し
判
決
は
３
月
10
日
午
後

１
時
10
分
言
い
渡
し
（
東

京
地
裁
４
２
１
法
廷
）
と

な
り
ま
し
た
。

深
夜
の
長
時
間
拘
束

事
実
認
定
で
争
い
な
し

　

提
訴
か
ら
２
年
以
上
。

公
判
を
重
ね
る
な
か
で
深

夜
か
ら
未
明
ま
で
長
時
間

拘
束
し
て
取
り
調
べ
た
こ

と
や
、
凶
器
と
さ
れ
た
ガ

ラ
ス
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
の
所

持
に
違
法
性
は
な
い
こ
と

は
双
方
が
認
め
ま
し
た
。

取
り
調
べ
調
書
開
示

極
め
て
異
例

　

民
事
裁
判
で
は
極
め

て
異
例
と
な
る
取
調
調
書

の
開
示
が
実
現
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
裁
判
の
合
議
体

（
加
本
牧
子
裁
判
長
、
岩

田
真
吾
右
陪
席
、
矢
﨑
達

彦
左
陪
席
）
の
理
解
も
大

き
い
で
す
。

　

開
示
さ
れ
た
調
書
に
は

印
字
さ
れ
て
い
る
中
に
一

文
字
だ
け
不
自
然
な
手
書

き
文
字
が
あ
り
修
正
液
等

を
日
常
的
に
使
用
の
疑
惑

が
残
り
、
さ
ら
に
中
野
さ

ん
が
印
字
か
ら
隙
間
を
開

け
ず
押
印
し
た
は
ず
の
文

末
に
不
自
然
な
空
白
行
が

あ
り
、
改
ざ
ん
の
疑
念
も

残
る
も
の
で
し
た
。

Ｄ
Ｎ
Ａ
採
取
ま
で

日
常
化
の
疑
い

　

さ
ら
に
尋
問
の
警
察
側

証
言
で
、
任
意
同
行
後
に

指
掌
紋
だ
け
で
な
く
Ｄ
Ｎ

Ａ
採
取
ま
で
日
常
的
に
お

こ
な
っ
て
い
る
疑
い
も
浮

上
し
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
取
り
調
べ
を

担
当
し
た
豊
岡
警
部
補
は

謝
罪
す
る
ど
こ
ろ
か
「
最

後
ま
で
本
当
の
こ
と
を

い
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
」
と

今
で
も
嫌
疑
を
抱
い
て
い

る
か
の
よ
う
な
発
言
。
裁

判
と
は
そ
う
い
う
側
面
も

あ
り
ま
す
が
間
違
っ
た
ら

謝
る
当
た
り
前
の
こ
と
が

で
き
る
組
織
で
あ
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

　

中
野
さ
ん
は
結
審
を
迎

え
て
の
心
境
を
「
判
決
が

ど
う
な
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
職
務
質
問
と
不
当

な
取
り
調
べ
の
実
態
を
共

有
で
き
、
毎
回
傍
聴
に
来

て
く
れ
た
仲
間
に
感
謝
し

ま
す
。
ぜ
ひ
東
京
土
建
を

も
っ
と
の
ば
し
た
い
」
と

語
り
ま
し
た
。

　

３
月
の
判
決
を
め
ざ
し

て
品
川
支
部
が
署
名
運
動

を
よ
び
か
け
て
い
ま
す
。詳

し
く
は
支
部
喜
多
ま
で
。

中
野
警
察
に
よ
る
組
合
員
不
当
取
り
調
べ
事
件
⑩

建
設
業
で
働
く
仲
間
の

尊
厳
守
る
た
た
か
い
結
審

裁判官の独立とは

このまちにくらし働く仲間の組合・東京土建
　

昨
年
、
西
荻
分
会
の
阿
部
房
江

さ
ん
が
ご
近
所
さ
ん
を
悪
質
リ

フ
ォ
ー
ム
か
ら
守
り
ま
し
た
。

　

ご
近
所
さ
ん
が
外
壁
修
理
を
考

え
て
い
る
と
聞
い
た
阿
部
さ
ん
は
組

合
の
仲
間
を
紹
介
し
ま
し
た
。
後
日
、

見
知
ら
ぬ
埼
玉
の
業
者
の
工
事
開

始
文
書
が
自
宅
ポ
ス
ト
に
入
っ
て
い

て
び
っ
く
り
。
ご
近
所
さ
ん
に
聞
く

と
飛
び
込
み
の
営
業
が
来
て
「
阿
部

さ
ん
の
紹
介
？
」
と
聞
く
と
「
そ
う

だ
」
と
答
え
た
の
で
勘
違
い
し
て
契

約
し
た
と
の
こ
と
。

　

相
場
の
３
倍
近
い
金
額
で
阿
部

さ
ん
も
２
度
び
っ
く
り
。
土
建
の
仲

間
が
区
役
所
で
増
改
築
相
談
を
し

て
い
る
日
だ
っ
た
の
で
、
す
ぐ
に
ご

近
所
さ
ん
と
一
緒
に
区
役
所
へ
。

　

区
役
所
ロ
ビ
ー
で
住
宅
相
談
を

し
て
い
た
泉
南
分
会
の
河
浩
介
さ

ん
は
、
話
を
聞
き
す
ぐ
に
支
部
に
電

話
。
書
記
が
内
容
を
聞
い
て
調
べ

た
と
こ
ろ
不
審
な
点
が
多
い
急
成

長
を
う
た
う
業
者
で
あ
る
と
判
明
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
限
の
最
終
日
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
す
ぐ
支
部
か
ら
消

費
者
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
を
い
れ
対

応
を
協
議
。
結
局
、
天
沼
の
ウ
ェ
ル

フ
ァ
ー
ム
杉
並
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー

ま
で
阿
部
さ
ん
が
相
談
者
に
同
行

し
、
そ
の
場
で
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の

手
続
き
ま
で
お
こ
な
い
、
間
一
髪
で

事
な
き
を
得
ま
し
た
。

　

消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
職
員
か
ら

も
不
審
業
者
へ
強
く
釘
を
さ
し
て

も
ら
い
ご
近
所
さ
ん
も
ひ
と
安
心
。

　

も
ち
ろ
ん
そ
の
後
、
組
合
の
仲
間

が
急
ぎ
で
現
地
を
訪
ね
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

悪
質
業
者
の
多
い
ご
時
世
、こ
の

ま
ち
に
く
ら
し
、
働
く
仲
間
が
い
る
、

そ
し
て
東
京
土
建
が
あ
る
。
こ
ん
な

に
心
強
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

間
一
髪
で
ご
近
所
を

悪
質
業
者
か
ら
守
っ
た

　責任施工のできる組
合員が登録し一定の講
習をうけて地域住民か
らの住宅相談に応じて
います。
　登録組合員は随時募
集中。詳しくは支部・村
松まで。

中野健太郎さん

阿部房江さん

分会対抗ボウリング スキー・スノボツアー
1 2
23 4-6

恒例の大会も
第17回
分会で２チーム制

翌朝からホテルで休めます

家族での
ご参加もどうぞ

リングググググググググググググググググググググ

も

受けよう健診・日曜健診もアリ

日
曜
健
診
の
予
定
日

定期点検・早期発見で
自分も仲間も助かる
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界を揺るがし続けた年でした。
波では、病気になってもお医者さんに診てもらう
くが感染しました。一昨年の秋に安倍首相が任期
五輪を開催するも支持を得られずに辞任し、自民
首相に看板を替えて総選挙を乗り切ったのです。
はるみさんが当選し全国ニュースにもなりました。
今後の工事に関して徹底した調査が必要になる
条例も適用現場が動いています。組合が仲間のた
見つめ、過去に学び、未来へ進みましょう。

い 助け合い支えあい

発揮して
輝かせ

見えづらい貧困と格差
あがらぬ賃金・生計費は値上げ

国民に忖
そん た く

度するよう励まそう
ジャーナリズム機能させ

メーデー事件・
日雇健保廃止

長期不況…多くの山越えて

だましと隠しの政治
国会開かなかった一点で退場もの

建設の現場も激変へ
CCUS・インボイス・働き方改革

　もうかるのは大企業だけ。コロナ禍でも大企業は黒字。日本の大
企業の内部留保は膨れあがり484兆円にも（2020年）。人口減少も
すすむなか、賃金があがらぬ一方、生計費は高くなり、パッと見わか
りづらい貧困が深刻になっています。

　ネットで情報を得ているつもりでも、実はその情報源は
権力主体が流したものを大手マスコミ経由で与えられてい
るもの。福島原発事故でも明らかになったように政・官・
財・学・メディアは結託したペンタゴンとなっています。
　近年の政治は本来やってはいけないメディアの弱点をつ
く行動にでており、矜持を欠くマスコミは権力者の使用人
として機能しています。昨年の自民党総裁選「報道」が典
型です。
　根本的に弱い部分、新聞社がテレビ局をもつのが法律で
禁じられていないのは世界的にまれで、新聞の定価販売や

消費税の軽減税率も、政治との関係で認められたもの。広告スポンサーに忖度する
面もありますが、良い番組や報道は褒めるなど意思表示をして、メディアを国民の味
方にしましょう。

　戦前の建設労働者は「ケガと弁当は手前持ち」といわれ
「自己責任論」を押しつけられていました。病気になっても
大金がかかるので医者にもいけなかったのです。労働運動
が弾圧された中でも、諸先輩はたたかい、その経験を活か
し、戦後に東京土建組合がうまれたのです。
　杉並支部はその一員として、メーデー事件での弾圧を拡
大で乗り越え、日雇健保の廃止には座り込みなどで国保組
合を作らせて乗り越え、平成の長期不況など多くの山を越
えて今に至ります。

　問題の背景には、だましと隠しの権力構造があります。強行された五
輪の陰で選手村跡地は叩き売り。改革派ぶって身内・トモダチ優遇。米
軍機がタンクを落としても調査もできない地位協定はそのまま放置。憲
法のルールを破って国会を開かなかった一点で既に退場ものです。

　現場で一人親方の増加が顕著。CCUSの導入、働き方改革とインボイスの強行
に備え、消費税負担と請負の関係整理も必要です。現場労働者の高齢化が一層
すすむなか、大手を中心に外国人労働者が急激に増加。低賃金・劣悪労働にさら
される彼らは賃金が上がらない一因もなっています。産業の未来も危ぶまれます。

虎より
怖い政治

羊が
人を食う

人が犬を噛んだら

　中国の「礼記」にでてくる孔子の言葉。親子三

代が虎の餌食になってもなお村を離れない婦人

の言葉を聞き、弟子に「苛政猛於虎也（苛政は虎

よりも猛なり）」と、悪政の害を説いた話。

　16世紀の英国でおこなわれた羊毛のための「囲

い込み」で農民は農地から追い出されました。そ

の様子を表現した言葉。農民が都市へ流入し、産

業革命をになう労働者になりました。

　ニュースになる特徴は、意外性です。犬が人を噛むのはあり

ふれたこと。でも人が犬を噛んだら珍しいからネタになるわけ

です。近頃流行りの迷惑系炎上商法はこの応用。

今を見つめ

に学んで

治

日雇健保廃止に抗議し
区役所前で座り込んだ

メディアを味方に
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　昨年は、2019年からのコロナ問題が世界を揺
　特に７月から８月にかけての感染の第五波で
ことすらできない事態に。組合の仲間も多くが感
途中で政権を投げ出し、交代した菅首相は五輪を
党総裁選でテレビ、新聞をジャックし、岸田首相
　杉並区では、市民と野党の統一候補、吉田はる
　アスベスト訴訟も最高裁で勝利した一方、今後
など大きな変化があります。杉並の公契約条例も
め、地域のため、力を発揮する時です。今を見つ

誰一人取り残さない

組合の力 
人生を 

一人で悩まなくて良い
頼り・頼られることためらわないで

自然は言葉で騙されない
リニア・外環・沖縄辺野古

原始女性は
太陽であった

ジェンダー平等は歴史の課題

７月参院選で憲法守る
緊急事態条項と軍隊化の「壊憲」させず

地域からの活動で
公契約条例も足がかりに

　組合は仕事に役立つ資格や許認可、労働相談や工事代金不払いな
どのほか、生活保護も含めさまざまなお悩みに対応しています。一人
で悩まなくていいのです。人に頼るのをためらわないで、私たちは助け
合うことで発展していけるのです。

　調布での陥没事故後も振動が問題になっている
外環道、崩落で死亡事故が起きたリニア中央新幹
線、いずれも現実を無視した大深度法の適用工事
で、見直し不可避です。沖縄・辺野古で強行され
ている新基地建設の埋立も同様です。工事の主体
の沖縄防衛局は、最も軟弱とみられる深さ90ｍ地
点を調査もせず、地盤改良も70ｍまでで済ます計
画を出しました。
　私たち建設業に働く者は知っています。現実を無視しては工事をまともに完成で
きないことを。犠牲になるのは労働者、住民、自然環境です。本当に必要なら調査
し、住民の理解を得て必要な工事をすればいい。工事完成後の使用見通しが悪い
なら工事は中止すべきです。
　問題に気づきながらも推進するのは仕組みの問題です。

　人間の約半分は女性。律令制を実現し今の日本の基礎を
つくったのは女性である持統天皇です。平塚らいてうは「原
始、実に女性は太陽であった」と「青踏」に記しました。男
性優位な明治憲法のもとでも、多くの女性が手に職を持ち
始めた大正期から権利の獲得を求める運動が広がり、戦後
に選挙権も得ましたが、いまだに日本では国会議員の女性比
率は１割にも満たず、大企業の役員も男性ばかり。女性の首
相などが活躍し、LGBTでも先進的な国は誰にとってもくら
しやすい国…ジェンダー平等は道半ばです。

　モノも時間も有限な世界に生きる私たちが幸せに生きて社会を維持する
には、国民がお金と時間を持つ必要があり、憲法はそれを国民に保障するよ
う国を縛るものです。今狙われている改憲は、首相の国家独裁を可能にする
「緊急事態条項」を導入し、米軍従属の日本軍をつくるもの。国家と国民の
関係も逆転する「壊憲」です。７月参院選で民意を示し憲法を守りましょう。

　私たちは地域にくらし、働く者です。郷土を愛し、国を守る気概はわた
したちにこそあるのです。一昨年制定の公契約条例では最低賃金の引き
上げを実現しています。これからもくらしを良くする活動を、地域からさら
に広げていきます。

うさぎと亀 魚心あれば
水心

牛が運んだ零戦

　大切なのは着実に自分の歩みをすすめること。

目標を捉えて離さないこと。

　評価とは常にある時点でしかできません。短

期的な評価に一喜一憂せず、大きな視点も忘れ

ずに。

　相手の願望にあわせる人間の機能。

　出世願望でゴマをするヒラメ人間は政治家、官

僚、裁判官だけでなくあらゆる職場にいますし、商

売関係でも同様です（絵はカレイ）。

　昨年12月８日は太平洋戦争開戦から80年。日本軍の誇る戦闘

機・零戦の試作機は悪路の振動をさけるため分解され牛の引く

荷車で運ばれました。そんな国力でも開戦したのです。

未来の展望

現実と向き合い

過去に

辺
野
古
で
の
抗
議
行
動

運動は楽しく仲間とともに
主婦の会で踊りの練習も
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2021
R3

2022
R４

2023
R５

2024
R６

2025
R７

2026
R８

2027
R９

2028
R１０

2029
R１１

2030
R12

80％（2026/9/30まで） 50％（2029/9/30まで）
免税事業者等からの仕入れ税額控除の特例

改定技能
実習生５年

中小の時間外
割増猶予終了

建設業時間外
特例終了

公共で原則化

特定技能
１号が５年

10/14/1 4/110/1

今

今

10/1

事業者登録開始

10/110/1

区分記載・適格請求書の交付義務なし

税込価格からの割戻計算

請求書等の保存（免税事業者からの仕入も控除可）

適格請求書等の交付義務あり（免税業者は発行できない）

インボイスからの税額の積み上げ計算　または　取引総額から割戻計算

インボイスの保存が要件（免税事業者は控除不可）

請求書等

CCUS

税額計算

働き方改革

仕入税額

外国人労働

インボイス

控除
できない

対　応
不可避
働く環境激変の４課題
外国人労働・CCUS・働き方改革・インボイス

期
限
に
差
あ
る
が

時
間
の
余
裕
な
し

　

労
働
者
か
ら
み
れ
ば
働

く
環
境
、
事
業
者
か
ら
み

れ
ば
経
営
の
環
境
が
激
変

す
る
事
態
が
進
行
し
て
い

ま
す
（
図
表
１
）
。

　

諸
課
題
の
期
限
に
は
差

が
あ
り
ま
す
の
で
、よ
く
注

意
し
て
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
２
０
２
３
年
４
月

１
日
が
特
に
重
要
で
す
。

働
き
方
改
革
で
月
60
時

間
超
の
時
間
外
労
働
の

割
増
率
が
本
来
50
％
の

と
こ
ろ
中
小
企
業
は
25
％

に
据
え
置
か
れ
て
い
た
猶

予
が
終
わ
り
ま
す
。
ま
た

公
共
工
事
で
の
建
設
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
の
原
則
化

も
こ
の
時
点
で
す
。

　

２
０
２
３
年
の
10
月
か

ら
は
イ
ン
ボ
イ
ス
の
適
用

も
開
始
予
定
。
そ
れ
以
前

に
請
負
労
働
者
す
べ
て
が

課
税
業
者
に
な
る
か
な
ど

迫
ら
れ
る
リ
ス
ク
、
ま
た

偽
装
的
な
一
人
親
方
を
排

除
す
る
動
き
が
出
る
な
ど

の
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
４
月
に
は

月
45
時
間
上
限
（
臨
時
で

も
複
数
月
80
時
間
）
の
労

働
時
間
規
制
が
建
設
業
に

も
か
か
り
ま
す
。

　

外
国
人
問
題
は
①
労

働
②
人
権
③
社
会
の
在
り

方
の
３
つ
の
視
点
が
必
要

で
す
。
①
労
働
面
の
一
例

は
、
外
国
人
技
能
実
習
生
。

転
職
も
で
き
ず
会
社
に
縛

ら
れ
る
制
度
で
監
理
団
体

も
機
能
せ
ず
、
失
踪
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
②
人
権

面
で
は
ウ
ィ
シ
ュ
マ
さ
ん

事
件
が
一
例
。
入
国
管
理

局
自
体
が
人
権
を
無
視
し

政
府
も
看
過
し
て
い
ま
す
。

③
社
会
の
在
り
方
の
点
で

は
、
な
し
崩
し
に
外
国
人

を
増
や
し
た
結
果
が
今
で

あ
り
、
現
状
の
調
査
・
対

応
の
ほ
か
、
移
民
問
題
の

論
議
が
必
要
。
そ
の
際
に

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は

自
分
が
同
じ
こ
と
さ
れ
た

ら
、と
考
え
る
こ
と
で
す
。

　現状、建設業で働く外国人労働者のほとん
どが①技能実習生②特定技能のいずれかで働
いています。
　技能実習生は国際貢献が建前で帰国を前提
としたもの。特定技能は2019年の法改定で
新設された在留資格で建前からして労働力で、
移民を前提とするものです。
　彼らの処遇改善は日本人労働者の権利を守
る上でも不可欠です。

●昨年2021（令和３年）から適用のもの
（＝今年３月の所得税の確定申告に関連）は
特になし（上場株式所得者は個人住民税の課
税選択が可能になる、などはありますが）
※一昨年2020（令和２年）から適用のものは基礎控除
が48万円になり、それに伴う変更が多数ありました。

持続化、一時、月次支援金は課税対象
◆コロナ関連で支給される主な助成金で所得
税・法人税の収入・益金となるのは…

　持続化給付金・家賃支援給付金・東京都の
感染拡大防止協力金・雇用調整助成金・小学
校休業等対応助成金・一時支援金・月次支援
金（なお、いずれも消費税は対象外）

●今年2022（令和４年）から適用のもの
（＝来年３月の所得税の確定申告に関連）は、
　短期退職手当等の退職所得金額の見直しが
ありますが、５年の勤務で500万円を超える
退職金をもらう人が対象となるものです。

外国人労働者めぐる問題
改善は日本人にも不可欠

課税業者Aさんは
免税業者Bさんに外注していた

インボイス導入で、払う消費税が激増。 
消費税の計算上は（円）

従来 インボイスで 差
売上 2,000 2,000 0 
材料 500 500 0 
外注 800 0 －800 
仕入控除後 700 1,500 ＋800 
納税額 63.6万 136.3万 ＋72.7万

所得税の計算上は、変わらない。
所得税の計算上は（円）

従来 インボイスで 差
売上 2,000 2,000 0 
材料 500 500 0 
外注 800 800 0 
事業所得 700 700 0 

消
費
税
５
％
へ
の
投
票
が

上
回
っ
た　

月
衆
院
選

　

昨
年
10
月
末
の
総
選
挙

で
消
費
税
５
％
へ
の
減
税

を
主
張
し
た
政
党
へ
の
投

票
が
上
回
り
ま
し
た
（
選

挙
制
度
の
せ
い
で
議
席
数

は
比
例
し
ま
せ
ん
で
し
た

が
）
。
消
費
税
の
減
税
こ

そ
民
意
で
す
。

　

そ
も
そ
も
税
金
は
、
能

力
に
応
じ
て
負
担
す
る
の

が
原
則
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
所
得
が
増
え
る
に
つ
れ

て
税
率
が
あ
が
る
累
進
課

税
の
強
化
や
、
定
率
で
徴

収
さ
れ
る
社
会
保
険
料
を

抑
え
る
こ
と
、
公
共
料
金

も
含
め
て
国
民
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
が
大
切
な
の

に
、
消
費
税
は
全
く
そ
の

逆
を
い
く
も
の
だ
か
ら
問

題
な
の
で
す
。

　

社
会
保
障
を
口
実
に
導

入
さ
れ
た
の
に
社
会
保
障
は

改
悪
続
き
。
実
際
に
は
、
消

費
税
収
は
法
人
税
減
税
の

穴
埋
め
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
消
費
税
は
消
費
者
や

零
細
企
業
事
業
主
か
ら
お

金
を
吸
い
上
げ
て
輸
出
大

企
業
に
還
元
す
る
も
の
で
す
。

　

他
に
消
費
税
の
害
悪
を

挙
げ
れ
ば
①
価
格
に
転
嫁

で
き
な
い
零
細
業
者
を
破

壊
す
る
②
雇
用
で
な
く
委

託
・
派
遣
化
を
促
進
し
雇

用
を
破
壊
す
る
③
地
域
に

ね
ざ
す
零
細
業
者
と
労
働

者
の
く
ら
し
を
壊
し
、
地

域
も
破
壊
す
る
④
景
気
も

悪
化
す
る
亡
国
の
税
で
す
。

消
費
税
の
害
悪
を

イ
ン
ボ
イ
ス
が
加
速

　

10
％
へ
の
増
税
を
「
景

気
回
復
中
」
と
の
嘘
で
強

行
し
た
時
に
も
ぐ
り
こ

ま
せ
た
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
。

２
０
２
３
年
10
月
か
ら
適

用
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

仕
入
税
額
控
除
が
で
き
な

く
な
る
た
め
、
非
課
税
業

者
は
取
引
か
ら
排
除
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
（
図

表
２
）
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
の
登
録
を

す
れ
ば
売
上
と
関
係
な
く

消
費
税
の
課
税
業
者
に
な

り
ま
す
。
年
３
０
０
万
円

の
売
上
の
人
で
試
算
し
て

10
万
円
の
負
担
増
（
図
表

３
）
。
死
活
問
題
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
断
固
反
対

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　電子帳簿保存法の改正で、電子
取引の記録は、今年から紙でなく、
データでの保存が義務づけられてい
ます。税務調査のときに提示できな
ければすべてのパソコンなど押収さ
れるおそれもあり注意が必要です。

電子取引はデータ保存

税金講習会の日程
講習会の受講が

個別相談の必要条件です
初めて申告する方

　１月26日(水)午後１時30分～
給与所得者

　１月27日(木)午後７時～
一人親方・事業主

１月28日(金)午後７時～
１月31日(月)午後７時～
２月１日(火)午後７時～

※対象の日に都合がつかない方も、どれか１日にご参加ください

今年確定申告するうえで
気をつけたい主な改定点など

イ
ン
ボ
イ
ス
制
導
入
許
す
な

消
費
税
は
減
税
を

こ
の
民
意
を
聞
け

阿
佐
ヶ
谷
駅
中
心
に
駅
頭
で
訴
え

10

10/1

インボイス開始

団塊世代全員
75歳以上に

図表１

図表2

図表3

年収300万円の請負（経費率35％）で試算

年収300万で
10万の増税！？
税負担は
６割以上増える！

従来…168,500円（所得税＋住民税）
インボイスで…
　　168,500円（所得税＋住民税）

　＋109,000円（消費税）

　　277,500円 ＝ 従来比1.64倍

なんと６割以上税負担が増えることに。

いずれも支部会館が会場です
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第 337 回

　

ど
け
ん
共
済
は
組
合
員
が
病

気
や
ケ
ガ
で
働
け
な
く
な
っ
た
時

の
生
活
を
助
け
合
い
、
結
婚
や
出

産
、
仲
間
や
家
族
が
亡
く
な
っ
た

時
な
ど
に
給
付
さ
れ
る
み
ん
な

の
助
け
合
い
制
度
で
す
。
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
仲
間
が
給
付
を
受

け
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
お
め
で
と
う

【
結
婚
】

大
川　

千
尋
（
富
士
見
）

【
出
産
】

長
嶺　

清
司
（
井　

荻
）

12
月
慶
弔
傷
病
見
舞
金
支
給

40
件

並
木　

郁
弥
（
富
士
見
）

小
林　

剛
士
（
中　

央
）

齋
藤　

一
樹
（
浜　

福
）

   【
新
入
学
】 

1
件

   【
資
格
取
得
】 

6
件　

■
お
大
事
に

【
傷
病
見
舞
金
】

大
淵　
　

等
（
西　

荻
）

佐
藤　
　

勉
（
富
士
見
）

日
野　

巧
成
（
富
士
見
）

八
幡　

德
雄
（
阿
佐
谷
）

成
定　

一
人
（
阿
佐
谷
）

岡　
　

高
春
（
中　

央
）

齊
藤　

隆
久
（
浜　

福
）

市
岡　
　

洋
（
浜　

福
）

呉　
　

英
男
（
浜　

福
）

藤
田　
　

正
（
浜　

福
）

飯
島
徳
太
郎
（
高　

和
）

辻
本　

正
昭
（
高　

和
）

星
野　
　

功
（
泉　

南
）

髙
橋　
　

聡
（
泉　

南
）

　

ほ
か
10
件

■
お
悔
や
み

　

申
し
あ
げ
ま
す

【
本
人
死
亡
】

笹
岡　

祥
夫
（
中　

央
）

呉　
　

英
男
（
浜　

福
）

【
家
族
死
亡
】

藤
田　

順
平
（
高　

和
）

　

ほ
か
1
件

街
（
小
料
理
屋
が
あ
つ
ま
っ
て
い
る
地

域
）で
売
り
歩
き
ま
し
た
。

　

ど
う
い
う
お
客
さ
ん
に
ど
う
し
た
ら

売
れ
る
か
、
喜
ば
れ
る
方
法
な
ど
、
本

物
・
本
道
を
観
る
眼
が
養
わ
れ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

行
商
は
20
歳
ま
で
。
成
人
を
機
に
好

き
だ
っ
た
絵
描
き
を
仕
事
に
で
き
れ
ば

と
広
告
会
社
に
就
職

し
ま
し
た
が
、描
く
仕

事
は
さ
せ
て
も
ら
え

ず
、半
年
で
退
職
を
決

意
。独
立
し
て
看
板
屋

を
始
め
ま
し
た
。

　

現
金
商
売
の
お
蕎

麦
屋
さ
ん
専
門
の
看

板
屋
と
し
て
出
発
。東

京
じ
ゅ
う
を
自
転
車

で
飛
び
回
っ
て
営
業

し
、次
第
に
縁
が
で
き

て
、仕
事
は
順
調
に
の

び
ま
し
た
。

　

昭
和
40
年
に（
有
）

三
協
電
飾
を
設
立
。商

売
の
ピ
ー
ク
時
に
は
８
人
く
ら
い
ス

タ
ッ
フ
を
か
か
え
、の
ち
に
３
人
を
独
立

さ
せ
ま
し
た
。

　

仕
事
が
最
も
忙
し
か
っ
た
30
〜
40
代

の
頃
に
は
世
界
の
人
々
の
く
ら
し
を
観

て
み
よ
う
と
海
外
旅
行
に
も
た
く
さ
ん

で
か
け
ま
し
た（
以
前
、す
ぎ
な
み
に
紀

行
文
を
連
載
）。

　

時
代
の
変
化
で
、手
書
の
看
板
は
な

く
な
り
、個
人
商
店
も
減
り
寂
し
い
で

す
が
、
熱
心
に
語
り
合
っ
た
組
合
の
仲

間
た
ち
と
こ
れ
か
ら
も
世
の
中
を
良
く

す
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

【
取
材
・
喜
多
正
之
】

　

私
は
昭
和
12
年
の
生
ま
れ
。日
本
が
、

日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
に
む
か
う

時
期
に
幼
少
期
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
「
國く

に
お雄
」も
国
の
英
雄
に
、と
の
命
名
。

時
代
の
空
気
が
わ
か
る
も
の
で
す
。
今

の
台
東
区
で
あ
る
下
谷
に
生
ま
れ
、戦

争
の
た
め
転
居
を
重
ね
、学
校
で
防
空

壕
を
掘
ら
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
通
学
中
に
空
襲
を
受

け
る
よ
う
で
は
、と
て
も

勝
て
る
戦
と
も
思
え
ま

せ
ん
で
し
た
。さ
ら
に
そ

ん
な
思
い
を
口
に
だ
せ

ば
大
変
な
こ
と
が
待
っ

て
い
た
の
で
す
。

　

そ
ん
な
教
育
や
社
会

で
正
義
と
さ
れ
て
い
た

も
の
が
敗
戦
で
ガ
ラ
リ

と
変
わ
っ
た
の
に
は「
今

ま
で
は
い
っ
た
い
何
だ
っ

た
ん
だ
」
と
あ
き
れ
た

も
の
で
し
た
。

　

戦
争
の
結
果
、
ほ
と

ん
ど
の
人
が
貧
し
い
く

ら
し
に
な
り
ま
し
た
。
私
も
小
さ
い
頃

か
ら
行
商
の
母
を
手
伝
い
、高
校
生
の

時
に
は
桐
生
市
の
実
家
の
縁
で
仕
入
れ

た
帯
を
、着
物
で
働
く
人
の
多
い
特
飲

戦 争 の 時 代 に 生 ま れ
苦労して本当を観る眼養う

椎
しい つ

津　國
くに お

雄さん　井荻・看板

  土建国保の加入者には、年度
に１回、宿泊旅行に3,000円（65
歳以上は5,000円）の補助があり
ます。申請用紙は国保組合のHP
からも取れます。75歳以上の組
合員と配偶者には、組合共済か
ら同様の補助が。詳しくは支部・
奥村まで。（３月末が年度締）

申請もれはありませんか？

宿泊旅行に
補助金アリ

東電メーター工事件⑭ 中央労働委員会命令を前に

東京電力ホールディングス㈱

東京電力パワーグリッド㈱

㈱東光高岳

ワットラインサービス㈱

個別の労働者

東光電気厚生会

元副会長の法人

完全子会社（株式の100％保有）

完全子会社（株式の100％保有）

法人を
つくって
脱退

請負契約

議決権の35.2％保有
歴代社長を送り込む

事実上
国有

元・東光
電気㈱

元・東光
工運㈱

関連構図

働きかけ

発注減 発注増

　

東
京
電
力
の
電
気
メ
ー

タ
ー
交
換
工
た
ち
が
、
会
社

か
ら
の
不
当
な
首
切
り
や
仕

事
の
削
減
に
対
し
全
労
連
・

全
国
一
般
労
組
・
計
器
工
事

関
連
分
会
（
以
下
、
組
合
）

に
結
集
し
て
た
た
か
っ
て
い

る
事
件
の
続
報
で
す
。

　

都
労
委
の
救
済
命
令

（
２
０
２
０
年
２
月
）
も
会

社
は
無
視
、
組
合
員
は
昨
年

３
月
で
13
人
全
員
が
雇
止
め

に
あ
っ
て
い
ま
す
。
都
労
委

命
令
以
前
か
ら
会
社
に
差

別
さ
れ
収
入
が
激
減
し
苦

し
い
生
活
の
彼
ら
は
、
今
回

雇
い
止
め
さ
れ
て
新
た
に
仕

事
を
探
す
も
求
人
は
若
者

中
心
で
厳
し
く
、
就
職
で
き

て
も
収
入
は
激
減
。「
高
校

に
入
っ
た
娘
に
数
種
類
あ
っ

て
選
べ
る
学
生
服
を
『
一
つ

で
い
い
よ
』
と
気
を
つ
か
わ

せ
た
」「
息
子
の
学
費
が
続

か
ず
就
職
し
て
も
ら
っ
た
」

「
高
齢
の
母
が
悲
し
ん
で
い

る
」
…
。
そ
ん
な
彼
ら
の
苦

し
み
を
よ
そ
に
会
社
側
は
東

京
電
力
の
指
揮
下
で
違
法
な

組
合
攻
撃
を
つ
づ
け
て
い
る

の
で
す
。
組
合
つ
ぶ
し
を
す

す
め
た
工
事
部
長
は
こ
の
事

件
の
な
か
で
取
締
役
に
出
世

し
て
い
ま
す
。

　

東
京
電
力
の
労
働
組
合

に
は
、
組
合
つ
ぶ
し
を
看
過

し
て
労
働
者
の
権
利
を
誰
が

守
る
の
か
、
と
問
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

　

東
電
の
大
株
主
で
あ
る
都

民
と
し
て
、
電
力
の
消
費
者

（
顧
客
）
と
し
て
、
働
く
労

働
者
の
仲
間
と
し
て
、
速
や

か
な
救
済
を
求
め
る
声
を
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

都民（株主）・消費者・
働く仲間の立場で… 速やかな救済求める

たたかう組合
つぶすと…

　東電には、かつてたたかう労組がありまし
た。レッド・パージの時代から組合排除をつ
づけた結果、現場からの警告が届かなくな
り、隠ぺい体質も染みついて、不祥事や事故
が途切れなくなっているのです。

椎津國雄さん

世界３大瀑布とされる
ビクトリア・フォールズ
にて
1980年12月30日撮影
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悠久の自然界悠久の自然界

　有本幸子さん（浜福・板金）の住む尾﨑熊野神社には樹齢
500年とも言われるクロマツの神木があります。有本さんはこ
の地に嫁いで50余年をこの木とともに過ごしてきました。当初
はうっそうと茂った葉で空も見えなかったのに、防空壕跡の穴
がうめられた時に根が傷ついたのか、以後、樹勢がおとろえ、検
査の結果、空洞化がすすんでいることが判明。倒壊の前に伐採
し、そばから伸びている孫にあたる木を今後ご神木とする計画
がでています。
　半生をともに過ごした木への思いは複雑です。そんな有本さ
んのおすすめの１曲は石原裕次郎の「泣かせるぜ」です。

その片隅でその片隅で
心を動かして心を動かして

500年を生きる木の50年をともに

流れては消える音の群れ
遥か歴史の昔から
歌い弾き奏で継がれ
音楽は今日も人類の友

音楽の戻る日は

建築と音楽

旅先での音楽との出会い

　震災と原発事故の爪痕が残る福島
県請戸漁港から山側を望むと、いま
だ川べりに車両の残骸が残っていま
した。音はあっても人がいなければ
音楽はなし。音楽の戻る日はいつ。

　音楽は流れ去るもの、その結果、人
の心を動かすことで人の体を動かす。
　建築は形あるものが個人の時間軸
をはるかに超えて残るもの。形あるも
のが人の動きを規制し、心を動かす。
　いずれも一定の構造により人を動
かすものです。

　戦時下は自由に音楽を楽しむこともできませんでした。そんな時代に
したくない、誰の夫も誰の子も戦争に取らせない、との思いで赤紙（召
集令状）を模した平和の行動に参加した主婦の会の方からも、おすすめ
の一曲をききました。
【写真左端・大島孝子さん】長渕剛の「祈り」の他「幸せになろうよ」は
時を経て染みるものが。【右へ・毛塚幸子さん】中学・高校でよく友達と
コーラスしていた「この広い野原いっぱい」です。【写真中央・氏福あさ
子さん】子どものころからファンの美空ひばり。名曲ぞろいのなか「港町
十三番地」がイチオシ。【右へ・中村昌子さん】大ケガをしたときに「翼
をください」が励みに。Kiroroの「未来へ」にも力をもらいました。【右
端・勝呂美智子さん】以前は「あゝ 上野駅」が一番。今は「ふるさと」が
胸に染みます。

【中央・建具・野辺秀男さん】
ずいぶん昔の話になります
が、協定賃金運動で電柱に
ビラをはるときに組合の歌
を歌っていました。今では聞
く機会もなく思い出せませ

ん。誰か覚えてる人いないかな。
　当時は炭鉱労働者の運動も盛んで、集会場で
の合唱などはすごい迫力でした。1970年の安保
闘争の頃は「うたごえ喫茶」なども大盛況だった
と思います。

【阿佐谷・設計・青木隆之
さん】まずRCサクセション
の「スローバラード」。人の
やさしさがゆっくり伝わり
ます。
　もう１曲は子門真人の

歌った「およげ！たいやきくん」。子ども向け番
組のヒットソングですが、歌詞は時代を映した
ものすごいバラードなのです。

【泉南・電工・佐藤雅一さ
ん】私の一押しは北原謙二
の「若いふたり」です。もう
１曲あげるなら、橋幸夫の
「雨の中の二人」。他にもい
い曲はいっぱいありますが、
この２曲は外せません。

【中央・設計・田中淳一さん】
小椋佳の「糸杉のある風景」
は旅情ある名曲。トム・ウェイ
ツの「Closing Time」もおす
すめできる名曲です。他にも
いろいろありますが、まずこ
の２曲かな。

【村松源斗くん、夏帆ちゃん】
最近はよくYouTubeでBTSを
聞いてます。なかでも一番のお
気に入りは「Butter」です。

　井荻分会の仲間は11月28日の分会旅
行の途中、息栖神社で予期せぬ３人の琴
奏者と出会い、家ではなかなか聴くこと
のない琴の響きに聴き入ったのでした。

ビラ貼りのとき歌ったビラ貼りのとき歌った
東京土建の組曲東京土建の組曲

RCサクセションRCサクセション
「スローバラード」　「スローバラード」　
子門真人子門真人
「およげ！たいやきくん」　「およげ！たいやきくん」　

北原謙治「若い力」北原謙治「若い力」
橋幸夫「雨の中の二人」橋幸夫「雨の中の二人」

トム・ウェイツトム・ウェイツ
「Closing Time」「Closing Time」

小椋佳小椋佳
「糸杉のある風景」「糸杉のある風景」

悠久の自然界
その片隅で
心を動かして

音楽の自由まもるためにも

ビラ貼りのとき歌ったビラ貼りのとき歌った
東京土建の組曲東京土建の組曲

RCサクセションRCサクセション
「スローバラード」　「スローバラード」　
子門真人子門真人
「およげ！たいやきくん」　「およげ！たいやきくん」　

北原謙二「若いふたり」北原謙二「若いふたり」
橋幸夫「雨の中の二人」橋幸夫「雨の中の二人」

トム・ウェイツトム・ウェイツ
「Closing Time」「Closing Time」

小椋佳小椋佳
「糸杉のある風景」「糸杉のある風景」

ビラ貼りのとき歌った
東京土建の組曲

RCサクセション
「スローバラード」　
子門真人
「およげ！たいやきくん」　

トム・ウェイツ
「Closing Time」

小椋佳
「糸杉のある風景」

孫
に
あ
た
る
木
と
有
本
さ
ん

尾
﨑
熊
野
神
社
の

ク
ロ
マ
ツ

北原謙二「若いふたり」
橋幸夫「雨の中の二人」

BTS（防弾少年団）BTS（防弾少年団）
なかでもイチオシはなかでもイチオシは
「Butter」「Butter」

BTS（防弾少年団）BTS（防弾少年団）
なかでもイチオシはなかでもイチオシは
「Butter」「Butter」

BTS（防弾少年団）
なかでもイチオシは
「Butter」

【浜福・板金・有本幸子さ
ん】亡夫愛唱の１曲です。
よく上機嫌で歌ってまし
た。熱唱した音源が入った
テープは今でも大切に保
管しています。

石原裕次郎石原裕次郎
「なかせるぜ」「なかせるぜ」
石原裕次郎
「泣かせるぜ」


